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スキーシーズン真っ盛り！
湯殿山スキー場では今シーズンからリフトをリニュー
アル。ゲレンデはスキーヤーやスノーボーダーでにぎ
わい、親子で楽しむ姿も多く見られました。
同スキー場は４月２日㈰まで営業を予定しています。



市
当
局
が
議
案
を
提
出

６
人
が
総
括
質
問

　
開
会
初
日
は
、
市
当
局
が
予
算
議

案
５
件
、
条
例
議
案
２
件
、
事
件
議

案
９
件
の
計
16
件
の
議
案
を
提
出
し
、

各
会
派
を
代
表
し
て
６
人
の
議
員
が

総
括
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

（
質
問
内
容
は
６
〜
８
頁
）

12
月
定
例
会
は
、
11
月
29
日
に
開
会
し
、

市
当
局
が
16
件
の
議
案
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
総
括
質
問
、
委
員

会
審
査
な
ど
の
後
、
議
員
提
出
の
意
見
書
３

件
を
含
め
審
議
し
、
18
日
間
の
会
期
を
経
て

12
月
16
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

（
議
案
・
意
見
書
の
内
容
と
審
議
結
果
は
３

頁
）

　
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
予
算
議
案

は
予
算
特
別
委
員
会
に
、
条
例
及
び

事
件
議
案
は
所
管
の
常
任
委
員
会
に

付
託
し
ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会
を
開
催

提
案
趣
旨
を
説
明

　
同
日
、
本
会
議
終
了
後
に
、
議
員

全
員
に
よ
る
予
算
特
別
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
付
託
さ
れ
た
予
算
議

案
５
件
に
つ
い
て
の
提
案
説
明
が
行

わ
れ
、
各
分
科
会
に
分
割
付
託
し
ま

し
た
。

25
人
が
一
般
質
問

　

１
日
、
２
日
、
５
日
の
３
日
間
、

市
当
局
に
対
し
て
、
25
人
の
議
員
が

市
政
全
般
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

（
質
問
内
容
は
９
〜
14
頁
）

各
常
任
委
員
会
を
開
催

条
例
・
予
算
議
案
等
を
審
査

　
６
日
に
総
務
、
７
日
に
市
民
文
教
、

８
日
に
厚
生
、
９
日
に
産
業
建
設
の

各
常
任
委
員
会
及
び
予
算
特
別
委
員

会
分
科
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た

条
例
及
び
事
件
議
案
の
審
査
を
行
い
、

引
き
続
き
、
予
算
特
別
委
員
会
分
科

会
と
し
て
、
予
算
議
案
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

（
審
査
内
容
は
５
頁
）

予
算
特
別
委
員
会
で

分
科
会
報
告

15
日
の
予
算
特
別
委
員
会
で
は
、

各
分
科
会
委
員
長
が
予
算
議
案
の
審

査
報
告
を
行
い
、
表
決
の
結
果
、
全

員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

意
見
書
１
件
を
可
決
、
条
例
・
事
件
・

予
算
議
案
は
全
員
賛
成
で
可
決

　

最
終
日
の
16
日
の
本
会
議
で
は
、

議
員
提
出
の
意
見
書
３
件
を
審
議
し
、

議
会
第
16
号
は
表
決
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
可
決
、
議
会
第
17
号
及
び
議

会
第
18
号
は
討
論
の
後
、
表
決
の
結

果
、
賛
成
少
数
で
否
決
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
各
常
任
委
員
長
が
条
例
及

び
事
件
議
案
に
つ
い
て
、
予
算
特
別

委
員
長
が
予
算
議
案
に
つ
い
て
の
審

査
報
告
を
行
い
、
議
第
80
号
か
ら
議

第
95
号
ま
で
の
16
件
は
、
表
決
の
結

果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
市
当
局
が
予
算
及
び
条

例
議
案
各
１
件
を
追
加
で
提
出
し
、

議
第
96
号
は
質
疑
の
後
、
表
決
の
結

果
、
全
員
賛
成
で
可
決
、
議
第
97
号

は
表
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

　
次
に
、
皆
川
治
市
長
の
選
挙
運
動

費
用
収
支
報
告
書
不
記
載
・
訂
正
等

問
題
並
び
に
本
市
職
員
に
対
す
る
パ

ワ
ハ
ラ
疑
惑
に
関
す
る
調
査
特
別
委

員
会
委
員
長
が
中
間
報
告
を
行
い
ま

し
た
。

（
報
告
内
容
は
14
頁
）

　
本
会
議
を
暫
時
休
憩
し
た
後
に
再

開
し
、
副
議
長
が
、
休
憩
中
に
議
長

で
あ
る
菅
原
一
浩
議
員
か
ら
議
員
の

辞
職
願
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
を
報
告

し
ま
し
た
。

（
議
員
辞
職
の
内
容
は
下
段
）

　
こ
こ
で
、
菅
原
議
員
の
議
員
の
辞

職
に
つ
い
て
を
議
題
と
し
、
辞
職
が

許
可
さ
れ
ま
し
た
。
議
長
が
欠
員
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
議
長
選
挙
が
行

議会の概要
42施設の指定管理者を可決
補正予算、条例議案など

21件を審議

12月定例会日程12月定例会日程
本会議（総括質問）
予算特別委員会

本会議（一般質問）
常任委員会
予算特別委員会
本会議

わ
れ
、
選
挙
の
結
果
、
本
間
新
兵
衛

議
員
が
議
長
に
当
選
し
ま
し
た
。

（
選
挙
結
果
は
左
記
）

　
菅
原
一
浩
議
員
（
新
政
ク

ラ
ブ
）
が
議
員
の
辞
職
願
を

提
出
し
許
可
さ
れ
、
12
月
16

日
に
辞
職
し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
鶴
岡

市
議
会
議
員
の
現
員
数
は
27

人
（
欠
員
１
人
）
と
な
り
ま

し
た
。（
令
和
４
年
12
月
17

日
現
在
）

本
間
新
兵
衛　
議
員　
16
票

石
井　
清
則　
議
員　
10
票

尾
形　
昌
彦　
議
員　
１
票

議
員
の
辞
職

議
長
選
挙
結
果

11月　29日

12月　　　
１・２・５日
６～９日
15日
16日

議長　本間 新兵衛
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▼議員提出議案と審議結果
議案番号 議案名 付託委員会 審議結果

議会第16号 国の制度として、18歳までの医療費無料化を求める意見書の提出について 省　　略 可　決
（全員賛成）

議会第17号
マイナンバーカード取得義務化につながる「健康保険証の原則廃止」と「マイ
ナンバーカードの保険証利用等に係るシステム導入義務化」の撤回を求める意
見書の提出について

省　　略

議会第18号 介護保険制度の改善を求める意見書の提出について 省　　略

▼市長提出議案と審議結果
議案番号 議案名 付託委員会 審議結果
議第80号 令和４年度鶴岡市一般会計補正予算（第８号） 予算特別
議第81号 令和４年度鶴岡市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 予算特別
議第82号 令和４年度鶴岡市休日夜間診療所特別会計補正予算（第１号） 予算特別
議第83号 令和４年度鶴岡市病院事業会計補正予算（第１号） 予算特別
議第84号 令和４年度鶴岡市下水道事業会計補正予算（第２号） 予算特別
議第85号 鶴岡市個人情報保護法施行条例の制定について 総　　務

個人情報保護法の改正により、法の施行に必要な事項を定めるもの
議第86号 地方公務員法の一部改正に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について 総　　務

地方公務員法の改正による市職員の定年延長に伴い、関係条例について所要の
改正を行うもの

議第87号 財産の取得について（消防ポンプ自動車） 総　　務
議第88号 指定管理者の指定について（出羽庄内国際村） 総　　務
議第89号 一般廃棄物最終処分場排水管整備工事に関する委託契約の一部変更について 市民文教
議第90号 指定管理者の指定について（史跡旧致道館） 市民文教
議第91号 指定管理者の指定について（鶴岡市小真木原陸上競技場ほか33施設） 市民文教
議第92号 指定管理者の指定について（鶴岡市鶴岡南部児童館） 厚　　生
議第93号 指定管理者の指定について（大東保育園・いずみ保育園） 厚　　生
議第94号 指定管理者の指定について（朝日保育園） 厚　　生

議第95号 指定管理者の指定について（鶴岡市羽黒高品質堆肥製造施設・鶴岡市羽黒堆肥
製造供給施設） 産業建設

議第96号 令和４年度鶴岡市一般会計補正予算（第９号） 省　　略
議第97号 鶴岡市一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正について 省　　略

可　決
（全員賛成）

政治倫理審査会を設置 審査の結果、政治倫理基準に反する行為があったとし、
議長が４議員に公開の議場での陳謝を勧告

　令和４年10月27日に小野由夫議員、黒井浩之
議員及び佐藤麻里議員が市議会議員政治倫理条例
に基づき、日本共産党鶴岡市議団の長谷川剛議員、
坂本昌栄議員、菅井巌議員及び加藤鑛一議員を審
査対象とした審査請求書を議長に提出しました。
　同市議団が会派広報紙の印刷代に充てた政務活
動費について、印刷代の基本料金のうち政党活動
関連部分や、国会議員等の連絡先を掲載した部分
の按

あん
分がされていない点が、市議会の手引きに沿

わない支出であるとの内容であり、請求を受け、
同条例の規定に基づき、議長が市議会議員政治倫

理審査会を設置し、審査を付託しました。
　同審査会は３回にわたり、政治倫理基準に反す
る行為があったかを協議し、採決の結果、全員に
「不正の疑惑を持たれるおそれのある行為」があっ
たとして、議長に報告。これに対し、４議員は「不
正に当たるものではない」旨の弁明書を議長に提
出しました。
　議長はこれらを踏まえ措置を検討し、議会運営
委員会において、当該議員に対し「公開の議場に
おける陳謝」を勧告することを諮り、賛成多数で
了承されました。

委員長 副委員長 委　　員
本間　正芳 工藤　　博 南波　　純　　　阿部　　寛　　　佐藤　昌哉

否　決
（賛成少数）
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原油価格物価高騰等対策関連予算を可決（議第80号・議第96号）
12月定例会のポイント

　ウクライナ情勢や円安などにより、原油価格や
物価の高騰が続いていることを受け、子育て世帯
や事業者等への支援を図るための補正予算案が提
出され、全員賛成で可決しました。
　その主な事業を紹介します。

物価高騰対策子育て世帯生活支援事業
（4,302万円）

　新型コロナや物価高騰の影響を受ける子育て世
帯や妊婦に対し、市内路線バスを中心とした公共
交通機関の運賃や店舗での支払い等に利用できる
交通系ＩＣカード「チェリカ」を交付し、支援を
行うもの

対 象 者　市内在住の次のいずれかに該当する者
　　　　　①児童手当受給世帯
　　　　※県事業の支援対象となる、高校生以

下の子供が３人以上いる世帯を除く。
　　　　　②妊娠届を提出した妊婦
支援内容　１世帯につき
　　　　　5,000円相当の
　　　　　チェリカを交付

農業乾燥調製施設原油価格高騰対策事業
（2,667万円）

　原油価格高騰に伴う電気代・燃油代の値上がり
による農業者の負担を軽減するため、個人等の米
等乾燥調製施設に係る電気代・燃油代に対し、支
援を行うもの

対 象 者　市内の乾燥調製施設を所有する認定農
業者（個人農家及び法人）

　　　　※県の原油価格・物価高騰緊急支援給
付金を受給できる者を除く。

交 付 額　施設を利用する米、大豆、ソバの作付
面積区分に応じて次の額を交付

　　　　　７ha以上　　　　５万円／経営体
　　　　　５ha～７ha未満　４万円／経営体
　　　　　３ha～５ha未満　３万円／経営体
　　　　　１ha～３ha未満　２万円／経営体
　　　　　１ha未満　　　　１万円／経営体
　　　　※法人の場合は、該当面積区分の面積と単価

を２倍とする。

運送事業者原油価格高騰対策事業　（1,900万円）
　燃料価格の高値水準が続き、運送料への価格転
嫁が難しい中小の運送事業者の経営環境が悪化し
ていることから、支援を
行うもの（２回目）

対 象 者　次の全てを満たす事業者
　　　　①市内に本社、支社、営業所等を置く

中小事業者（法人、個人事業主）
　　　　②一般貨物自動車運送事業（緑ナン

バー）の登録又は貨物軽自動車運送
事業（黒ナンバー）の届出をし、現
に事業用車両を用いて営業している
こと

　　　　③省エネ技術の導入などの対策に取り
組んでいるか、今後講じる見込みが
あること

交 付 額　５年１月１日時点の運送事業用車両１
台につき次の額を交付

　　　　　普通自動車　３万円
　　　　　軽自動車　　１万円

出産・子育て応援交付金事業　　　（8,666万円）
　国の出産・子育て応援交付金事業に基づき、妊
娠届や出産届を提出した妊婦等に対し、支援を行
うもの

対 象 者　令和４年４月以後に
　　　　　出産した妊婦等
交 付 額　10万円
　　　　　（妊娠、出産の
　　　　　届出後に各５万円）

物価高騰対策宿泊施設等緊急支援事業
（5,500万円）

　原油価格の高騰、電気代等の値上がりにより固
定費用の負担が大きくなっている宿泊施設等に対
し、支援を行うもの

対象施設　市内宿泊施設及び民間日帰り温泉施設
補助金額　４年度の固定資産税相当額の４分の１
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委
員　
保
全
松
林
健
全
化
整
備
業
務
委

託
契
約
に
つ
い
て
、
以
前
、
松
枯
れ
被

害
が
か
な
り
進
行
し
て
い
る
地
区
も
あ

っ
た
が
、
現
在
の
状
況
及
び
対
策
は
。

農
山
漁
村
振
興
課
主
幹　
今
回
の
同
契

約
は
、
い
こ
い
の
村
森
林
公
園
周
辺
や

七
窪
・
窪
畑
地
内
の
海
岸
砂
防
林
の

松
く
い
虫
被
害
を
受
け
た
松
の
木
約

１
、１
０
０
本
に
つ
い
て
、
国
の
補
助

金
を
活
用
し
、
伐
倒
及
び
破
砕
処
理
を

行
う
も
の
で
あ
る
。
松
く
い
虫
の
被
害

状
況
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
を
ピ

ー
ク
に
年
々
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
も
の

の
、
３
年
度
か
ら
再
び
増
加
傾
向
に
あ

る
。
そ
の
た
め
、
国
、
県
、
関
係
自
治

体
、
関
係
団
体
で
構
成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
会
議
で
連
携
し
な
が
ら
対
策
を
協

議
し
、
被
害
拡
大
防
止
に
努
め
て
い
る
。

予
算
特
別
委
員
会

　
産
業
建
設
分
科
会

予
算
特
別
委
員
会

　
市
民
文
教
分
科
会

総
務
常
任
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

　
　
　
厚
生
分
科
会

松
く
い
虫
被
害
の
現
状
と
対
策
は

小
・
中
学
校
の
節
電
対
策
は

職
員
の
定
年
退
職
を
65
歳
に
延
長

子
育
て
世
帯
等
へ
の
チ
ェ
リ
カ
交
付
は

宿
泊
施
設
以
外
の
業
種
へ
の
支
援
は

委員会審査
提案された議案をそれぞれ所管の
委員会に付託して審査します。
審査の主なものを掲載します。

委
員　
学
校
の
光
熱
費
の
増
額
に
関
し
、

各
学
校
で
の
節
電
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
指
導
を
行
っ
て
い
る
か
。

管
理
課
長　

今
年
度
当
初
か
ら
燃
料

費
の
高
騰
が
予
想
さ
れ
た
た
め
、
校
長

会
等
を
通
じ
て
省
エ
ネ
の
徹
底
を
依
頼

し
て
い
る
が
、
学
校
現
場
か
ら
は
コ
ロ

ナ
禍
で
常
時
換
気
を
行
う
必
要
が
あ
り
、

難
し
い
面
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

委
員　
令
和
５
年
度
か
ら
14
年
度
に
か

け
て
、
市
職
員
の
定
年
退
職
年
齢
を
２

年
に
１
歳
ず
つ
、
65
歳
ま
で
引
き
上
げ

る
が
、
定
年
の
延
長
に
よ
っ
て
、
新
規

の
職
員
採
用
に
影
響
は
な
い
の
か
。

職
員
課
長　
定
年
が
２
年
に
一
度
と
な

る
た
め
、
例
え
ば
、
５
年
度
末
の
定
年

退
職
は
な
い
な
ど
、
定
年
退
職
者
が
い

な
い
年
度
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
６
年
度
末
（
７
年
３
月
）
の

定
年
退
職
者
が
仮
に
24
人
で
あ
れ
ば
、

６
年
４
月
に
12
人
、
７
年
４
月
に
12
人

と
い
う
よ
う
に
、
半
数
ず
つ
前
倒
し
で

委
員　
物
価
高
騰
対
策
子
育
て
世
帯
生

活
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
５
、０
０
０

円
相
当
の
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
・
チ
ェ

リ
カ
を
子
育
て
世
帯
や
妊
婦
に
交
付
す

る
内
容
で
あ
る
が
、
交
付
ま
で
の
流
れ

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

子
育
て
推
進
課
長　
市
が
対
象
世
帯
の

デ
ー
タ
や
通
知
書
等
を
作
成
し
た
後
、

カ
ー
ド
発
行
業
者
が
対
象
世
帯
分
の
チ

ェ
リ
カ
を
準
備
す
る
。
そ
の
後
、
委
託

業
者
が
チ
ェ
リ
カ
や
通
知
書
等
の
封
入

か
ら
配
送
ま
で
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

委
員　
事
務
経
費
と
し
て
約
５
５
０
万

円
を
計
上
し
て
い
る
が
、
現
金
給
付
と

比
較
し
、
安
価
に
実
施
で
き
る
の
か
。

子
育
て
推
進
課
長　
４
年
５
月
に
現
金

給
付
で
実
施
し
た
子
育
て
世
帯
生
活

採
用
す
る
計
画
を
想
定
し
て
い
る
。

委
員　
定
年
延
長
等
に
よ
り
、
60
歳
以

上
の
職
員
の
勤
務
形
態
等
が
多
様
に
な

る
よ
う
だ
が
、
何
種
類
に
な
る
の
か
。

職
員
課
長　
大
き
く
分
け
て
、
三
つ
に

分
類
さ
れ
る
。
定
年
を
延
長
し
て
フ
ル

タ
イ
ム
で
勤
務
す
る
、
定
年
前
再
任
用

短
時
間
勤
務
職
員
と
し
て
短
時
間
で
勤

務
す
る
、
退
職
し
別
の
道
を
歩
む
、
こ

の
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
こ
と
と
な
る
。

松くい虫被害を受けた松の木の
伐倒駆除作業（下川地内）

る
が
、
今
後
の
経
済
状
況
も
踏
ま
え
た

上
で
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
ふ
さ
わ
し

い
か
、
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

委
員　
光
熱
費
等
の
高
騰
の
影
響
を
受

け
て
い
る
宿
泊
施
設
等
に
支
援
を
行
う

が
、
高
騰
の
影
響
は
食
品
製
造
業
や
販

売
業
な
ど
、
他
業
種
に
及
ん
で
い
る
。

こ
れ
ま
で
様
々
な
支
援
事
業
が
行
わ
れ

る
た
び
に
、
ま
ず
は
宿
泊
施
設
へ
の
支

援
が
な
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
が
、
見

解
は
。
ま
た
、
次
の
展
開
も
あ
る
の
か
。

商
工
観
光
部
長　
こ
の
高
騰
に
よ
る
影

響
は
、
市
全
体
の
企
業
に
及
ん
で
い
る

も
の
と
思
う
が
、
そ
の
中
で
も
、
長
引

く
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
最
も
影
響
を

受
け
て
い
る
業
種
と
い
う
観
点
か
ら
、

宿
泊
施
設
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。

他
業
種
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
企
業

の
設
備
投
資
へ
の
支
援
も
展
開
し
て
い

支
援
特
別
給
付
金
給
付
事
業
は
、
約

１
、４
０
０
世
帯
を
対
象
と
し
て
お

り
、
事
務
経
費
は
約
32
万
円
で
あ
っ

た
。
こ
れ
を
チ
ェ
リ
カ
交
付
対
象
の
約

７
、５
０
０
世
帯
に
換
算
す
る
と
、
約

１
７
４
万
円
と
な
る
。
ま
た
、
先
の
事

業
で
は
人
件
費
約
３
８
０
万
円
を
要
し

て
お
り
、
同
様
に
換
算
す
る
と
、
更
に

多
く
の
人
件
費
も
要
す
る
こ
と
か
ら
、

チ
ェ
リ
カ
交
付
の
方
が
低
予
算
で
実
施

で
き
る
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。
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※ナラシ対策…米、麦、大豆等について、当年産の販売収入の合計が標準的収入額を下回った場合に、その差額の９割を国からの交付金と農業者の積立金で補塡する
収入減少影響緩和対策のこと。
※ナラシ対策…米、麦、大豆等について、当年産の販売収入の合計が標準的収入額を下回った場合に、その差額の９割を国からの交付金と農業者の積立金で補塡する
収入減少影響緩和対策のこと。

プレミアム付き商品券の利用状況は
日本共産党鶴岡市議団

総括質問
市長提出議案に対して、

会派を代表して質問します。
各議員１項目について概要をお知らせします。

YouTube
「鶴岡市議会チャンネル」
本会議の生中継・録画配信を行っています。

質問は市議会ホームページ等で公開している
録画配信や会議録で全てご覧いただけます。
原稿は質問した議員本人の責任において執
筆しています。

YouTube　鶴岡市議会
※会議録の公開には一定の期間を要します。

農業振興のための更なる支援策は
新政クラブ 議員

議員

本間　信一

長谷川　剛

総
合
計
画
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
、
子
育
て
世
帯

支
援
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

ほかの質問

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
、
総
合

計
画
、
個
人
情
報
保
護
法

施
行
条
例

ほかの質問
議
員　
コ
ロ
ナ
禍
の
消
費
喚

起
対
策
と
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
を
販
売
し
た
が
、

そ
の
実
績
と
評
価
は
。

市
長

11
月
20
日
現
在
、
販
売
比
率

は
ア
プ
リ
版
「
つ
る
お
か
ペ
イ
」
が

77
％
、
紙
版
が
23
％
、
取
扱
店
舗
数

は
８
８
４
店
舗
と
な
っ
て
い
る
。
紙

版
は
集
計
中
の
た
め
、
ア
プ
リ
版
の

み
の
実
績
に
な
る
が
、
利
用
業
種
は
、

ス
ー
パ
ー
や
飲
食
料
品
店
な
ど
の
卸

売
・
小
売
業
が
62
・
４
％
、
宿
泊
業
・

飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
が
17
・
８
％
、
理

容
・
美
容
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
・
娯
楽
業
が

４・７
％
で
あ
る
。
ま
た
、
性
別
は
、

女
性
が
約
66
％
、
男
性
が
約
34
％
で

あ
り
、
年
代
で
は
50
代
が
最
も
多
く

28
％
、
40
代
23
％
、
60
代
21
％
、
70

代
以
上
が
８
％
と
な
っ
て
い
る
。
多

く
の
方
か
ら
利
用
い
た
だ
き
一
定
の

成
果
は
あ
っ
た
と
思
う
が
、
事
業
実

施
に
当
た
り
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が

あ
っ
た
の
か
、
ア
プ
リ
版
シ
ス
テ
ム

の
通
信
障
害
を
含
め
、
改
め
て
検
証

し
て
い
く
。

議
員　
原
油
価
格
・
物
価
高

騰
対
策
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
等
の

共
同
乾
燥
調
製
施
設
を
対
象

に
市
独
自
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
個
人
農
業
者
や
農

業
法
人
等
に
対
し
、
同
様
の
支
援
が

な
い
の
は
不
公
平
感
が
あ
り
、
市
認

定
農
業
者
会
議
か
ら
も
要
望
が
出
さ

れ
て
い
る
が
、
見
解
は
。

市
長　
個
人
農
業
者
等
に
つ
い
て
は
、

小
規
模
事
業
者
を
対
象
と
し
た
県
の

支
援
が
あ
る
が
、
Ｊ
Ａ
系
統
出
荷
を

主
と
す
る
場
合
は
対
象
外
と
な
る
。

そ
の
た
め
、
県
の
補
助
対
象
外
の
系

統
出
荷
を
主
と
す
る
個
人
農
業
者
の

乾
燥
調
製
施
設
に
つ
い
て
も
、
現
在

支
援
を
検
討
し
て
い
る
。

議
員　
新
規
就
農
者
の
確
保
策
は
。

市
長　
市
独
自
の
初
期
投
資
の
負
担

軽
減
策
や
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ
の
取
組
等
も

あ
っ
て
、
新
規
就
農
者
数
は
令
和
２

年
以
降
増
加
傾
向
に
あ
り
、
４
年
は

54
人
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
農
業
者

が
年
間
約
１
６
０
人
ず
つ
減
少
し
て

お
り
、
補
完
す
る
に
は
就
農
形
態
別

の
支
援
策
の
強
化
が
重
要
と
考
え
る
。
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チェリカ交付で公共交通の利用拡大を
鶴岡市議会公明党 議員黒井　浩之

出
産
・
子
育
て
応
援
交
付

金
ほかの質問

給食用エレベーター未設置校　適切な対処へ
市民フォーラム 議員石井　清則

つ
る
お
か
ペ
イ
、
子
育
て

世
帯
支
援
、
光
熱
費
高
騰

対
策
、
企
業
立
地
促
進

ほかの質問

住民組織の「個人情報の壁」解決への支援を
ＳＤＧs鶴ヶ岡 議員田中　宏

物
価
高
騰
対
策
子
育
て
世

帯
生
活
支
援
事
業

ほかの質問
議
員　
町
内
会
等
の
住
民
組

織
か
ら
、
若
年
層
の
把
握
が

難
し
く
住
民
名
簿
を
作
れ
な

い
、
災
害
時
要
支
援
者
の
個

別
避
難
計
画
を
立
て
ら
れ
な
い
と
い

っ
た
、い
わ
ゆ
る
「
個
人
情
報
の
壁
」

に
関
す
る
悩
み
を
聞
く
。
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
防
災
や
福
祉
に
果
た
す

役
割
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
市
も

助
言
や
啓
発
を
行
う
べ
き
で
は
。

市
長　
住
民
組
織
の
福
祉
や
防
災
分

野
で
の
取
組
を
促
進
す
る
に
は
、
個

人
情
報
の
壁
を
解
決
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
た
め
、
住
民
組
織
に
は
個

人
情
報
取
扱
上
の
具
体
的
な
留
意
点

を
助
言
す
る
と
と
も
に
、
個
人
情
報

の
目
的
外
使
用
等
を
心
配
す
る
市
民

に
対
し
て
は
、
住
民
組
織
の
活
動
の

意
義
を
周
知
・
啓
発
し
て
い
き
た
い
。

若
年
層
は
、
地
域
活
動
へ
の
参
加
を

敬
遠
す
る
側
面
も
あ
る
た
め
、
別
の

視
点
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
必
要
と
考

え
る
。
災
害
時
の
住
民
同
士
の
助
け

合
い
や
市
の
支
援
に
は
、
き
め
細
か

な
情
報
把
握
が
重
要
で
あ
り
、
優
良

事
例
も
参
考
に
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員　
櫛
引
西
小
と
鶴
岡
五

中
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
改
修
の

事
業
概
要
は
。

教
育
部
長　
設
置
後
25
年
以

上
経
過
し
、
部
品
供
給
が
停
止
さ
れ
る

た
め
、
事
前
に
改
修
す
る
も
の
で
あ
る
。

議
員　
未
設
置
校
が
複
数
あ
る
が
、

今
後
の
設
置
計
画
と
課
題
は
。

教
育
部
長　
未
設
置
校
は
、
現
在
改

築
中
の
朝
暘
五
小
の
ほ
か
、
西
郷
小
、

東
栄
小
、
渡
前
小
、
羽
黒
小
、
広
瀬

小
の
計
６
校
あ
る
。
設
置
に
は
高
額

な
整
備
費
用
を
要
す
る
が
、
い
ず
れ

の
校
舎
も
築
30
年
以
上
経
過
し
、
補

強
工
事
等
が
必
要
な
た
め
、
校
舎
改

築
計
画
時
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
児
童
が
３
階
ま
で
給
食
を
運

搬
し
て
い
る
学
校
も
あ
る
た
め
、
改

築
計
画
時
で
は
な
く
、
す
ぐ
に
検
討

を
始
め
る
べ
き
と
思
う
が
、
見
解
は
。

教
育
部
長　
複
数
階
あ
る
校
舎
で
の

給
食
運
搬
は
、
一
定
の
距
離
が
あ
り

困
難
性
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
３
階

ま
で
児
童
が
運
搬
し
て
い
る
学
校
に

は
、
学
校
の
事
情
等
を
確
認
の
上
、

適
切
に
対
処
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
子
育
て
世
帯
や
妊
婦

へ
の
物
価
高
騰
対
策
の
支
援

と
し
て
、
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
の
チ
ェ
リ
カ
を
配
付
す
る

が
、
期
待
す
る
効
果
は
。

市
長　
チ
ェ
リ
カ
は
電
子
マ
ネ
ー
機

能
が
あ
り
、
店
舗
で
の
買
い
物
に
も

利
用
で
き
る
。
ま
た
、
公
共
交
通
で

も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
乗
降
で
き
る

利
便
性
が
あ
り
、
妊
婦
は
病
院
へ
の

タ
ク
シ
ー
移
動
に
も
活
用
で
き
る
。

議
員

10
月
に
市
内
循
環
バ
ス
が
大

幅
に
拡
充
さ
れ
、
市
街
地
で
は
１
時

間
に
１
本
運
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

バ
ス
停
も
３
０
０
ｍ
圏
内
に
１
か
所

配
置
さ
れ
た
。
旧
町
村
地
域
か
ら
の

市
内
移
動
の
利
便
性
は
格
段
に
向
上

し
て
い
る
が
、
認
知
度
は
上
が
っ
て

い
る
の
か
。
チ
ェ
リ
カ
配
付
を
き
っ

か
け
に
、
新
た
な
利
用
者
の
掘
り
起

こ
し
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

市
長　
チ
ェ
リ
カ
約
７
、５
０
０
枚

を
配
付
す
る
こ
の
事
業
を
好
機
と
し
、

こ
れ
ま
で
利
用
が
少
な
い
と
考
え
ら

れ
た
世
代
が
バ
ス
に
乗
る
き
っ
か
け

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
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ワクチン副反応疑い者に見舞金給付の検討を
市民の声・鶴岡 議員草島　進一

総
合
計
画
見
直
し
の
市
民

参
画
、
個
人
情
報
保
護
法

施
行
条
例　
な
ど

ほかの質問
議
員　
国
に
報
告
さ
れ
た
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
副
反

応
疑
い
で
の
死
亡
件
数
は
、

11
月
11
日
現
在
全
国
で
１
、

９
０
８
件
あ
る
。
国
の
予
防
接
種
健

康
被
害
救
済
制
度
で
は
、
10
月
17
日

ま
で
に
４
、６
８
９
件
の
申
請
を
受

理
し
、
認
定
が
９
９
６
件
、
否
認
が

84
件
、
保
留
が
29
件
、
そ
の
他
は

不
明
と
な
っ
て
お
り
、
死
亡
例
１
、

９
０
８
件
の
う
ち
、
認
定
は
わ
ず
か

10
件
で
あ
る
。
健
康
体
だ
っ
た
30
代

の
家
族
を
失
っ
た
遺
族
が
国
を
訴
え
、

医
学
部
教
授
ら
が
全
例
調
査
や
接
種

中
止
を
求
め
、
抗
議
し
て
い
る
事
例

も
あ
る
。
愛
知
県
や
千
葉
県
市
川
市

で
は
、
国
の
救
済
制
度
の
申
請
者
を

対
象
に
、
独
自
に
見
舞
金
制
度
を
創

設
し
た
が
、
本
市
で
も
見
舞
金
給
付

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　
本
市
で
は
２
件
請
求
が
あ
り
、

国
の
審
査
結
果
待
ち
の
状
況
で
あ
る
。

健
康
被
害
が
生
じ
た
場
合
は
、
ほ
か
の

予
防
接
種
同
様
、
適
切
に
対
応
し
て
い

く
が
、
愛
知
県
等
の
事
例
に
つ
い
て
も

情
報
収
集
し
て
い
く
。

議会の開催状況
　令和４年中は４回の定例会（３月、６月、９月、12月）と
６回の臨時会（１月、２月、４月、５月、７月、10月）が
開催されました。

◎議会の開催状況（単位：回・日）
招集回数 会期日数 本会議日数

定例会 臨時会 定例会 臨時会 定例会 臨時会

4 6 83 6 23 6

◎議会運営委員会　28回　　◎議員全員協議会 ２回

◎常任委員会等の開催状況（単位：件）
総務 市民 厚生 産業

委員会 4 3 3 4

分科会 5 5 5 5

協議会 1 2 3 3

◎提出議案の状況（単位：件）
市　　　長　　　提　　　出 議　　員　　提　　出 請　　　　願

予算 決算 条例等 事件 人事 計 条例 決議 意見書 その他 計 受理 継続 計

34 4 22 29 8 97 0 4 15 0 19 3 0 3

◎審査の状況（単位：件）
市　　　長　　　提　　　出 議　員　提　出 請　　　　　　願

可決 否決 同意 承認 認定
可決
及び
認定

計 可決 否決 計 採択 不採択 撤回 計

82 0 8 3 3 1 97 14 5 19 1 1 1 3

10月臨時会の概要
議案番号 議案名 審議結果
議第78号 令和４年度鶴岡市一般会計補正予算（第７号）
議第79号 鶴岡市手数料条例の一部改正について

マイナンバーカードの普及促進のため、マイナンバーカードを利用した多機能
端末機での所得証明等の発行手数料を、令和４年12月１日から６年３月31日ま
での間、減額するもの

　10月27日に10月臨時会を開催し、原油価格物価高騰対策関連の予
算議案１件、条例議案１件の審査を行い、全員賛成で可決しました。

可　決
（全員賛成）
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一般質問
市政全般について考え方や方針などを

市当局に質問します。
各議員１項目について概要をお知らせします。

YouTube
「鶴岡市議会チャンネル」
本会議の生中継・録画配信を行っています。

質問は市議会ホームページ等で公開している
録画配信や会議録で全てご覧いただけます。
原稿は質問した議員本人の責任において執筆
しています。
※会議録の公開には一定の期間を要します。
※総括質問を行った議員を除く20人の質問を掲載します。

学校給食費無償化に向けた
検討は

議員　義務教育にもかかわらず様々な経費が掛
かる現状に、保護者は悲鳴を上げている。加え
て、このたびの物価高騰は、子どもたちが進路
を検討するに当たり影響を与えかねないと考え
るが、令和５年度の学校給食費無償化の検討は。
総務部長　小・中学生を対象に無償化する場合
は約5.2億円、第２子以降の無償化で約2.4億円
の財源が必要となる。中学生の無償化は約２億
円必要となり、課題である徴収事務の簡素化も
考慮し、次の選択肢と考える。ふるさと納税や
他事業の見直し等で捻出する財源の見通しを基
に、対象範囲を含め実施を検討していく。

第２次男女共同参画計画及び推進懇談会、
小・中学校への生理用品の配置

坂　本　昌　栄議員

ほかの質問 

学校給食は理想的な
自校方式を選択すべき

議員　新学校給食センター整備の検討に当たり、
学校給食は自校方式が理想的ではないか。
教育部長　外部の有識者で構成される学校給食
のあり方検討会での議論では、自校方式は理想
的な部分があるものの、経費や効率性を考える
と現実的でないとの意見を頂いている。
議員　将来的に市全域で１センター化を見据え
た検討をするとしているが、そのデメリットは。
教育部長　少子化で提供食数が減少していくこ
とから、適正規模での整備が重要と考える。施
設集約による食育機会の減少や有事の給食停止
等の課題にも対応できるよう検討していく。

小中一貫教育

加　藤　鑛　一議員

ほかの質問 

YouTube　鶴岡市議会

不動産相続登記の
申請義務化への対応は

議員　市民から土地・建物の相続で悩みを聞く
ことがある。法改正で相続登記の申請が義務化
されるが、市民への周知及び相談体制は。
総務部長　６年４月施行の法改正は、不動産を
取得した相続人に対し、取得を知ってから３年
以内の相続登記の申請を義務付けるものであり、
市民生活に深く関わる。そのため、山形地方法
務局のホームページでは、パンフレットやＱ＆Ａ
による周知、コールセンターでの相談窓口の案内
を行っている。市では広報12月号で周知したほ
か、ホームページへの相談窓口の掲載や納税通
知書へのパンフレット同封も検討している。

介護予防・認知症予防対策・聞き取る能力の衰
え、旧大山尋常高等小学校「新民館」

菅　井　　　巌議員

ほかの質問 
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小学校小規模特認校の
導入の検討は

議員　学校統廃合の打破や特色ある教育を行う
ため、小中一貫教育だけでなく、小規模特認校
（※）制度の選択も考えられるが、その分析は。
教育部長　同制度には、ほかの地域の児童と接
することで、硬直化した人間関係の再構築がし
やすいことや、地域住民等との連携により、地
域性を生かした特色ある教育活動を行えること
などの利点がある。一方、通学区域が広範囲に
なることで発生する負担や、校区外から通学す
る児童にとって、居住地域での友人関係が希薄
になりやすいことなどの欠点もあり、導入には
慎重な判断が必要と捉えている。

鶴岡南高校山添校と鶴岡病院跡地の活用、
小・中学生不登校、中学校部活動の地域移行

阿　部　　　寛議員

ほかの質問 

福祉サービス事業所に
きめ細やかな支援を

議員　コロナ禍や原油価格・物価の高騰で、全
国的に福祉サービス事業所の倒産が増えている
との報道もあるが、本市の事業者の経営実態は。
健康福祉部長　同事業所は公定価格で運営され
るため、利用者への負担転嫁が難しく、経営に
大きな影響が及んでいると思うが、地元の事業
者でコロナ禍により事業廃止したところはない。
議員　社会を支える上で重要な同事業所に対し、
市独自のきめ細やかな支援策を検討すべきでは。
健康福祉部長　県の支援策で広くカバーされて
おり、現時点で市独自の支援策はないが、今後
の状況を見ながら支援の在り方を検討していく。

新産業団地造成

渋　谷　耕　一議員

ほかの質問 

医師・看護師等の
医療人材の確保を

議員　コロナ禍において、荘内病院を含む自治
体病院が大きな役割を果たしている。病院の改
修により患者や職員の満足度が上がり、収益増
と人材定着に成功した事例もあるが、今後も未
知の感染症に対策していくため、病床数の見直
しを含め、建物の改修等に対する見解は。
荘内病院事務部長　感染症対策等も含め、最新
機能を備えた病院であれば、満足度も向上する
と思うが、最新の施設・設備を維持することは
経費の問題等で難しい。患者や職員に選ばれる
魅力ある病院を目指すには、効率的で効果的な
改修や設備更新等の検討が肝要であると考える。

なし

石　塚　　　慶議員

ほかの質問 

林業振興の促進を図る
対応を

議員　林道念珠関線の進捗状況と見通しは。
農林水産部長　事業開始から７年目の令和４年
度末進捗率は8.3％にとどまる見込みだが、今
後は用地買収が不要な森林や既存林道の改良工
事が主となり、進捗率は向上する見通しである。
議員　森林経営の受皿となる森林組合や民間事
業体に対し、森林環境譲与税を活用した担い手
育成やスマート林業等の支援をすべきでは。
農林水産部長　支援の充実は重要であり、施業
技術向上のための研修への補助金のほか、高性
能林業機械の導入等に対し支援している。今後
も意向を聞きながら、支援の充実を図っていく。

市立図書館・郷土資料館、教科担任制

本　間　新兵衛議員

ほかの質問 

※小規模特認校…自然豊かな環境に恵まれた小規模校を中心に、特色ある教育
を展開して、学区外からでも入学を許可できる制度を活用した学校。
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全国旅行支援の効果と
今後の見通しは

議員　国の観光需要喚起策「全国旅行支援」が
10月に開始されたが、観光客数の回復状況と
同支援の継続について、今後の見通しは。
商工観光部長　観光入込客数は増加傾向にあり、
対前年同月比で加茂水族館は約10％増、月山
などの山岳観光は約20％増となるなど、順調
に推移している。さらに、宿泊施設の予約状況
もおおむね好調であり、地域限定クーポンを利
用するため、買い物等で立ち寄る施設も回復傾
向にある。国は、今後の新型コロナの感染状況
等を見極め、割引率など制度の見直しを行った
上で、同支援を継続して実施するとしている。

鶴岡市空き家等対策計画、都市交流の推進

五十嵐　一　彦議員

ほかの質問 

特別支援教育に廃止勧告
本市の基本方針は

議員　国連の障害者権利条約の審査で、日本の
特別支援教育は分離教育であるとして廃止を勧
告したが、本市特別支援教育の推進基本方針は。
教育長　障害のある子どもの自立と社会参加を
見据え、一人ひとりの教育的ニーズに応える柔
軟な指導ができる仕組みの整備が重要と考える。
議員　本市の特別支援教育の取組を充実させ、
特別支援教育推進計画を策定する考えはないか。
教育長　本市の特別支援教育の取組を基に構築
することは十分可能と考える。今後もインクル
ーシブ教育（※１）を実践するための特別支援
教育について、自信を持って進めていきたい。

なし

佐　藤　博　幸議員

ほかの質問 

新産業団地における
農業振興は

議員　新産業団地には農村産業法（※２）に基
づいた農業関連施設も立地可能であるが、農業
者や関係団体等に対し需要調査を行う考えは。
商工観光部長　地元農産物の加工施設等、地域
資源を生かした事業に利用したい事業所があれ
ば、聞き取り等を行い需要把握に努めたい。
議員　団地化される優良農地に、耕作者は機械
設備の導入や畑地化の整備など多額の投資をし
てきた。市にはこれを推進してきた責任がある
と考えるが、耕作者への支援について見解は。
農林水産部長　今後の営農意向や必要な支援を
伺い、必要に応じて支援策を検討していきたい。

公益通報者保護法に基づく体制整備

佐　藤　昌　哉議員

ほかの質問 

加茂水族館リニューアル
工事の見通しは

議員　加茂水族館のリニューアル工事が入札中
止となったが、設計や増築工事・改修工事の実
施時期を見直す考えはあるのか。また、令和７
年度にグランドオープンするというスケジュー
ルが大きくずれ込む可能性はあるのか。
商工観光部長　現在の設計や工事の実施時期の
見直しについては、加茂水族館の職員や指定管
理者である開発公社の意向を十分に確認しなが
ら、協議を行っているところである。今後の見
通しについては、関係団体との調整が整い次第、
グランドオープンのスケジュールを含め、報告
するようにしたい。

危険建築物・建物

尾　形　昌　彦議員

ほかの質問 

※２　農村産業法…農村地域への産業の導入の促進等に関する法律。この法律
に適合すると、事業者は税制上や金融上などの支援措置が受けられる。

※１　インクルーシブ教育…障害のある者と障害のない者がともに学ぶこと。
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子育て世代のニーズへの
対応は

議員　子どもを産み育てやすい環境を充実させ
るための取組や支援は。また、出産・子育てに
関するアンケートの結果とその生かし方は。
企画部長　子育て世代包括支援センター等を拠
点に子育てに関する相談に対応している。また、
中学３年生までの医療費、第３子以降の保育料、
副食費、学校給食費の無償化、県と連携した０
歳から２歳児の保育料の軽減など、経済的な負
担軽減策を講じている。アンケートでは公園の
不足、手当てや助成などの支援等についての意
見を頂いた。ニーズを反映し、子どもの成長に
合わせた切れ目のない支援の検討を進めていく。

ドローン利活用の本市の取組や考え方

佐　藤　麻　里議員

ほかの質問 

農業用水路の管理体制と
冠水被害時の対応は

議員　農業用水路や堰
せき
の管理状況と課題は。

建設部長　市街化が進み農業用水として使用さ
れなくなったことで、管理が行き届かず周辺環
境に悪影響を与える水路もあり、都市下水路に
改修する必要があることなどが課題である。
議員　豪雨による冠水対策は。また、雨水総合
管理計画を策定するとのことだが、その内容は。
建設部長　冠水対策として、雨水の排水に必要
な水路は都市下水路として整備し管理していく。
令和７年度中に策定する同計画は、最新の浸水
被害リスクを適切に評価し、優先度の高い地域
から効率的な雨水対策を実施するものである。

空き家対策の現状と課題解決の取組

遠　藤　初　子議員

ほかの質問 

学校の適正配置の
更なる検討は

森林の境界明確化の
早急な実施を

議員　学校適正配置委員会設置の検討を再三質
問してきたものの明確な答弁がないが、課題の
一つである朝暘三小・大泉小学校区の中学校通
学区域の見直しについて、地域の声の集約等は。
教育長　朝暘三小では、地域関係者にアンケー
トを実施し、進学先を３校から２校にしてはど
うか、学区境目に住む児童は進学先を選択でき
れば等の意見を頂いた。大泉小では、保護者か
ら相談を受け検討し、通学区域の見直しではな
く地理的要件で学区外通学を認めた。今後は、
通学区域変更の必要性も含め、小中一貫教育の
検討の中で議論を深めていきたい。

議員　５年４月27日に相続等により取得した土
地所有権の国庫への帰属に関する法律が施行さ
れることから、山林の境界明確化は急務と思わ
れるが、今後の対応は。
農林水産部長　今年度から実施している航空レ
ーザ測量のデータを基に、詳細な境界図案を作
成後、現地立会いの労力を軽減するため、関係
者から地区集会所等に来てもらい、確認する方
法で進めていきたい。本市で境界明確化の対象
となるのは、地籍調査が未完了の鶴岡地域と温
海地域の山林約26,000haであり、５年度から順
次境界図案を作成し、明確化を進めていきたい。

放課後児童クラブ

市職員の働き方改革

本　間　正　芳議員

工　藤　　　博議員

ほかの質問 

ほかの質問 
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森林文化都市鶴岡の特徴と
森を生かす活動は

百条調査特別委員会
市長証人尋問の内容は

議員　森林文化都市鶴岡の特徴は何か。また、
本市の豊かな森林資源を活用した取組は。
市民部長　大きな特徴は、一つの自治体の中で
森・里・川・海のつながりが完結していること
が挙げられる。多様な地形や環境、その一連の
つながりにより、本市の誇る食文化を含む多様
な文化を育み、快適な生活環境を築くなど、多
くの恵みがもたらされている。森を生かす活動
としては、公共建築物の木造化や、発電等のエ
ネルギー源となる木質バイオマスの活用、森の
産直カーの取組や観光施設での特産品の販売等
があり、地域活性化につながっている。

議員　寄付金100万円の選挙運動費用収支報告
書未記載は認めるが、違法行為を認めないのは。
市長　その認識はなく、既に訂正記載している。
議員　証人尋問で寄付者は、市長から同報告書
に記載する方法としない方法があると言われた
と証言しているが、市長は自身の証人尋問で記
憶にないと証言している。しかし、同報告書の
認識はあったのではないか。また、市長は寄付
金を自己資金として使用した後、寄付者に返金
した理由を、寄付をなかったことにできると思
ったと証言したが、これは隠蔽行為ではないか。
市長　一連の内容は百条委員会で説明している。

チャイルドシート購入費用の助成、
自治体における両親学級の開催

なし

秋　葉　　　雄議員

小　野　由　夫議員

ほかの質問 

ほかの質問 

プレミアム付き商品券事業の
運営面の課題は

議員　商品券の販売に当たっては、チラシを市
広報のほか新聞やタウン情報誌等にも折り込ん
だり、加盟店への用品等の配送・回収を一律郵
送で行ったりしており、市民から事務経費の無
駄遣いではないかとの指摘があるが、見解は。
商工観光部長　市広報の折り込みだけでは町内
会に加入していない方等に配付されない懸念が
あり、市民や事業者の目に触れる機会を増やす
ため、新聞各紙等への折り込みも行ったもので
ある。また、一律郵送としたのは、店舗側の負
担を極力少なくし、迅速かつ確実に手元に届く
ことを考慮したものである。

避難所、鶴岡型小中一貫教育

南　波　　　純議員

ほかの質問 

鶴岡地域まちづくり未来事業
支援の継続は

議員　同事業は、住民主体のまちづくりに対し、
市が３年間支援するものだが、中山間地域は想
像以上に疲弊しており、支援終了後も活動を進
めるのは困難との声がある。支援継続の考えは。
市民部長　同事業は、人口減少や少子高齢化等
に伴い多様化した地域課題の解決に向け、地域
住民が主体的に取り組むまちづくりを支援する
ものだが、４年目となる今年度は、より取り組
みやすいよう支援内容の見直しを行った。また、
支援期間終了後は、使途を制限しない地域づく
り交付金等の活用を促すなど、自立したまちづ
くりを継続できるよう後押ししていきたい。

スポ少及び部活動

佐　藤　久　樹議員

ほかの質問 
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災害対応ドローンの
総合防災訓練での使用は

議員　災害時にドローンの俯
ふかん
瞰的視点からの情

報収集は非常に有効である。迅速な対応を取る
ためにも、ドローン訓練を行い関係機関と体制
を確認しておくことは必要と思うが、今年度、
朝日地域で開催した総合防災訓練での使用は。
危機管理監　過去の総合防災訓練ではドローン
による訓練も行ったが、朝日地域では初開催と
いうこともあり、住民による避難所開設訓練や、
車両に閉じ込められた要救助者の救出訓練に重
点を置いたため、使用を見送った経過がある。
ドローン訓練は経費負担も発生するため、適切
な訓練想定をしながら取組を進めていく。

アーカイブ配信、つるおかペイ

中　沢　深　雪議員

ほかの質問 

百条調査特別委員会 中間報告
　令和４年１月25日の委員会設置以降、計19回
の委員会を開催した。
　市長選挙における選挙運動費用収支報告書不記
載・訂正等に関する事項については、関係者への
記録の請求、市長を含む関係者４人の証人尋問を
実施した。
　また、本市職員に対するパワハラ疑惑に関する
事項については、５月に市職員及び元市職員を対
象にアンケートを実施し、記名で回答いただいた
方々の中から、元職員２人の証人尋問を実施した。
　本委員会は、法律による権限に基づき、これま
で関係者の証人尋問や記録の請求を行ってきた。
今後も必要に応じて証言や記録の請求を行い、収
集した証言や記録の精査・分析を進め、事実を解
明するために、引き続き調査を進めていく。

常任委員会視察報告
　令和４年度の各常任委員会行政視察を下記のとおり行いました。

先進的な施策を実施する自治体等の
視察を行っています。

委員会名 月日 視察先 視察項目

総 務 常 任 委 員 会

10月19日 島根県出雲市 ・縁結び定住課の取組について

10月20日 島根県浜田市
・関係人口創出の取組について
・シングルペアレント介護人材育成事業について
・移動期日前投票所（車）の導入及び運用について

10月21日 山口県周南市 ・公共施設老朽化問題への取組について
・中山間地域移住促進事業の取組について

市民文教常任委員会
10月４日 静岡県三島市 ・小規模特認校の取組について
10月５日 静岡県伊豆市 ・海と共に生きる観光防災まちづくりの取組について
10月６日 静岡県焼津市 ・機能別消防隊やドローンを活用した消防団の取組について

厚 生 常 任 委 員 会

10月11日 徳島県三好市 ・ひきこもり支援事業について
10月12日 香川県丸亀市 ・市民後見人推進事業について

10月13日 兵庫県洲本市 ・地域包括支援事業について
・介護保険事業について

10月14日 兵庫県明石市 ・こども医療費の無料化について
・こども食堂について

産業建設常任委員会
10月24日 福岡県福岡市 ・Fukuoka Growth Nextについて
10月25日 佐賀県唐津市 ・水産業活性化支援センターについて
10月26日 大分県臼杵市 ・食文化創造都市の有機農業施策について

※太字の視察先の報告を15頁に掲載。

これまでの会議録を市議会ホームペー
ジに掲載しています。→
※会議録の公開には一定の期間を要します。
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人口減少に伴う学校の在り方

専門性生かし地域ケアの推進

専門員を配置して婚活支援

創業支援からグローバル化の推進

市民文教 常任委員会

厚生 常任委員会

総務 常任委員会

産業建設 常任委員会

　文部科学省は平成９年、児童数が減少している
小学校において、小規模の良さを生かした「特色
ある学校運営」を進める場合に限り、一定の条件
の下、通学区域外からの入学を認める小規模特認
校制度を新設した。
　この制度を導入している三島市の「坂小学校」
では、４年度現在、全校児童の約３分の１に当た
る24人がこの制度を利用して区域外から通学し
ている。
　本市においても、児童・生徒数の減少に伴い「鶴
岡型小中一貫教育」に関する議論がされている。
児童にとって、ま
た地域にとってよ
り良い形とはどの
ようなものか考え
る機会となった。

　洲本市では、介護福祉課に理学療法士を配置
し、専門的な知見を生かしながら、「G

ゲ ン キ
ENKIす

もっとプロジェクト」として、住民主体の通いの
場づくりと百歳体操の実践を積極的に推進してい
る。現在は地域の老人クラブや自治会が主体とな
り、86グループが百歳体操を実施している。また、
地域包括支援センターを市が直営で運営し、理学
療法士や管理栄養士などの資格を持つ職員が個々
の相談ケースに寄り添い、「自立支援型地域ケア
個別会議」を週１回開催し、住み慣れた地域で生
活できる支援を行っている。このほか、認知症サ
ポーター養成等で
住民参加を促す支
援体制づくりの推
進など、参考とな
る取組を学ぶこと
ができた。

　出雲市は、平成25年度から「縁結びプロジェ
クト」を実施し、28年度には婚活サポートマネ
ジャーを配置して婚活支援活動を強化している。
お見合いやマッチング、セミナーなどの企画運営、
ホームページ等での情報発信のほか、女性専用窓
口「いずも縁結び女子n

ナ ビ
avi」を開設したり、名

刺大のカードを市内の店舗に置いたりして意識的
に女性の参加を広げている。令和３年度はコロナ
禍でも、オンライン婚活や出雲大社での出会い、
他市町とのイベント、親御さんの相談に取り組み、
お引き合わせ523件、交際162件、婚姻36件の実
績があった。縁結
びの神出雲大社の
地の利を生かし、
婚活支援に専門職
員を配置する先進
事例を学んだ。

F
フ ク オ カ
ukuoka G

グ ロ ー ス
rowth N

ネクスト
extは、福岡市の中心市街

地にある旧小学校校舎をリノベーションして開設
された施設であり、起業家の創業支援を行ってい
る。施設内には企業のオフィスだけでなく、イベ
ントスペースやカフェなどもあり、起業家たちが
情報交換をしたり、弁護士や社会保険労務士など
に相談をしたりすることができるようになって
いる。563以上の起業、32社のスポンサー企業、
11か国のグローバル連携などの実績があり、多
種多様な人材が集う場になっている。福岡市は、
海外展開を目指す起業家に積極的な支援を行って
おり、市全体のグ
ローバル化を目指
す上での拠点とし
て、創業支援の参
考となる施設で
あった。
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つ
る
お
か
市
議
会
だ
よ
り

令
和
４
年
12
月
定
例
会
号（
令
和
５
年
２
月
１
日
発
行
）

　
鶴
岡
市
議
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
を
防
止
す

る
と
と
も
に
、
傍
聴
に
お
越
し
の
方
の
健
康
を
守
る
た
め
、

次
の
こ
と
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

・
傍
聴
席
の
間
隔
を
空
け
て
着
席
し
て
く
だ
さ
い
。

・
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
入
場
時
に
手
指
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
発
熱
な
ど
体
調
が
優
れ
な
い
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
本
会
議
は
本
所
及
び
各
庁
舎
市
民
ロ
ビ
ー
の
テ

レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
で
も
生
中
継
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
は
生
中
継
及
び
録

画
配
信
も
視
聴
で
き
ま
す
。

議会を傍聴される
皆さんへ

※各会議の開会時刻は午前10時です。
　午後にわたる場合は１時間程度の休憩をはさみ再開します。
※日程は変更される場合がありますので、ご了承ください。

日 月 火 水 木 金 土
 27 28 3/1  2  3  4 

 5  6  7  8  9 10 11 

12 13 14 15 16 17 18 

19 20 21 22 23 24 25 

26 27 28 29 

本　会　議
（開会・総括質問）

常任委員会
予　備　日

常任委員会
予　備　日

予算特別委員会 本　会　議
（一般質問）

本　会　議
（一般質問）
議会運営委員会

本　会　議
（一般質問）

本　会　議
予算特別委員会

総　　　務
常任委員会

市 民 文 教
常任委員会

厚　　　生
常任委員会

産 業 建 設
常任委員会

議会運営委員会 予算特別委員会 本　会　議
（表決・閉会）

請願・陳情 提出期限
２月20日㈪午後１時

 

2/26

（春分の日）

　

２
０
２
２
年
の
漢
字
は

「
戦
」。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
や
円
安
・
物
価
高
の

生
活
上
の
戦
い
、
ス
ポ
ー
ツ

の
熱
戦
な
ど
が
選
定
の
理
由

に
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
加
え

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
と
の
戦
い

も
い
ま
だ
収
束
せ
ず
、
12
月

定
例
会
で
は
生
活
支
援
対
策

や
経
済
支
援
対
策
に
つ
い
て
、

熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

　
国
や
県
の
各
種
施
策
に
重

ね
合
わ
せ
、
財
源
を
ど
う
活

用
し
な
が
ら
市
の
政
策
を
立

案
し
て
い
く
の
か
。
市
民
生

活
を
守
る
の
が
市
の
責
任
で

あ
り
、
細
や
か
な
心
配
り
で

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た

支
援
策
を
打
ち
出
し
て
い
く

た
め
に
、
今
、
自
治
体
の
力

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
３
年
は
少
し
で
も

希
望
に
向
け
た
明
る
い
漢
字

が
選
ば
れ
る
よ
う
、
本
市
議

会
も
新
た
な
気
持
ち
で
市
政

の
発
展
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

広
報
広
聴
委
員
会
委
員

黒
井　
浩
之

12
月
31
日
未
明
に
西
目
地
内
で

発
生
し
た
土
砂
災
害
で
は
、
17
棟

の
建
物
が
倒
壊
し
、
市
民
２
人
が

犠
牲
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

　
ま
た
、
避
難
指
示
を
受
け
、
避

難
先
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
方
々
に
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
、
市
議

会
と
し
て
も
一
日
も
早
い
復
興
に

向
け
て
、
市
当
局
と
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

編
集
後
記

西
目
地
内
で
発
生
し
た

　
土
砂
災
害
に
つ
い
て

◆
本
所
及
び
各
庁
舎
の
市
民
ロ
ビ
ー
、
鶴
岡
地
域

の
各
コ
ミ
セ
ン
、
図
書
館
本
館
に
お
い
て
、
会

議
録
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
会
議
録
の
閲
覧
・
検
索
が

で
き
ま
す
。
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

議
会
の
会
議
録
を
閲
覧
す
る
に
は

発行／鶴岡市議会　　編集／広報広聴委員会
〒997-8601　山形県鶴岡市馬場町9-25

電話　0235-35-1908　FAX　0235-25-2123
メールアドレス　gikai@city.tsuruoka.lg.jp

環
境
に
配
慮
し
再
生
紙
と
植
物

油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

つるおか市議会だより　令和４年12月定例会号 16




